
神奈川県PRキャラクター
かながわキンタロウ

「神奈川県手話言語条例」施行10周年を記念して、
ろう者とろう者以外をつなぐ、みんなのことば
「手話」を広めるためのマークのデザインを募集します！

「ろう者」とはどういう人のこと？
手話を言語として日常生活や社会
生活を送っている人のことです。

ろう者には、盲ろう者（視覚と
聴覚の両方に障がいのある方）
も含まれます。

応募期間

令和7年
7月7日（月）～9月16日（火）
応募対象

神奈川県在住・在勤・在学の方
応募作品

応募用紙を郵送又は
県の電子申請システムから送信

手書き、又はデジタルデータで
デザインを作成

県のHPから応募用紙を
ダウンロード

応募の流れ

応募の
詳細は
こちら

「手話」って
日本語や英語と同じで
「言語」なんです

神奈川県
手話言語条例施行

10
周年記念

デザイン大募集!
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応募もOK!

みん
なのことば・　

・　・
　・　・　・　・

あな
たの　  から広がる

マーク

手

[ ]手話手話

 であることを
イメージしたデザイン
手話がみんなの言葉

※神奈川県手話言語条例 第２条より

神奈川県福祉子どもみらい局福祉部地域福祉課
TEL 045-210-4804　［お問い合わせフォーム］問合せ先 



この条例では、手話の普及を通じて、「ろう者とろう者以外の者がお互いにその人格と個性を尊重し
合いながら共生することのできる地域社会にすること」を目指しています。手話が耳の聞こえない方
が意思を伝えるための大切な言葉であることを踏まえ、「手話やろう者、盲ろう者への理解を広げる
こと」、「手話についての学びを広めること」、「手話を使う環境を整えること」を進めていくこととして
います。県は、手話の普及等を進めるため、計画を作りその内容を実施していきます。

神奈川県手話言語条例について

この動画では、デフリンピック（※）選手
等が出演し、自身の体験を交えながら、
日常生活で困ることや、うれしいサポ
ートについて紹介しています。

※デフリンピックとは、オリンピックと同じように4年に1度世界で
行われる「きこえない・きこえにくい」選手のスポーツ大会です。

ろう者の理解促進動画をぜひご覧ください!

条例の詳細は
こちらから
ご覧ください

～手話は、目で見てわかり、ろう者が意思を円滑に伝えるための大切な言葉です～

表面のイラストの手話は
「手話」を表現しています。
両手の人差し指を横に伸ばして
向かい合わせ、交互に前に回す。

横から
みたとき

右手のこぶしを鼻につけ、前に下げながら手を開く。
こぶしを鼻につける「よい」と、手を下げる「お願い」
で「よろしくお願いします」となる。

【はじめて】
体の前にてのひらを下にした
左手を置き右手の指を閉じな
がら上げ、人差し指を伸ばす。

【会う】
両手の人差し指を立て、
左右から寄せる。

横から
みたとき

右手を垂直に
立て、小指側
で左手の甲を
トンとたたく。

手話を学んでみよう!

はじめまして よろしくお願いします

ありがとう

もっと手話を学びたい方は
テキストや学習用動画が
無料でご覧いただけます 

手話

第25回
夏季デフリンピック
競技大会東京2025
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動画はこちら!




